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度
改
革
に
お
い
て
は
、
伝
統
的
社
会
の

基
盤
と
な
る
慣
習
地
の
改
革
に
は
強
い

抵
抗
が
示
さ
れ
て
き
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
は
、「
資
源
輸
出
国
」
と
い
う
も
う

ひ
と
つ
の
顔
を
も
つ
。
金
を
は
じ
め
と

す
る
鉱
物
資
源
、
石
油
・
ガ
ス
、
さ
ら

に
は
森
林
資
源
に
も
め
ぐ
ま
れ
て
い
る
。

二
〇
一
四
年
に
は
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
か
ら
の
液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）

の
輸
出
が
日
本
、
台
湾
、
中
国
へ
と
開

始
さ
れ
た
。

　

資
源
は
慣
習
地
に
存
在
す
る
。
開
発

の
制
約
と
い
わ
れ
て
い
た
慣
習
地
に
お

い
て
ど
う
し
て
資
源
開
発
が
進
む
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
本
稿
で
描
く
よ
う

に
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お
い
て

は
、
慣
習
地
を
前
提
と
し
た
土
地
利
用

の
仕
組
み
が
課
題
を
残
し
な
が
ら
も
機

能
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

慣
習
地
が
開
発
の
制
約
要
因
だ
と
主

張
さ
れ
る
理
由
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、

　

慣
習
地
（Custom

ary Land

）
が

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
を
は
じ
め
と
す

る
メ
ラ
ネ
シ
ア
諸
国
の
開
発
の
制
約
要

因
だ
と
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
パ
プ

ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
は
八
〇
〇
余
り
の

言
語
が
あ
り
、
ク
ラ
ン
、
リ
ネ
ー
ジ
、

拡
大
家
族
な
ど
血
縁
的
・
地
縁
的
な
諸

集
団
（
以
下
、
部
族
）
が
存
在
す
る
。

そ
の
な
か
に
は
厳
し
い
自
然
環
境
の
も

と
で
近
代
文
明
に
接
触
し
て
か
ら
そ
れ

ほ
ど
時
間
が
経
た
ず
、
自
給
自
足
的
な

生
活
を
続
け
る
部
族
も
存
在
す
る
。
慣

習
地
と
は
、
慣
習
法
に
も
と
づ
き
部
族

等
の
諸
集
団
に
属
す
る
土
地
で
あ
り
、

慣
習
法
上
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
い
て
、

そ
の
利
用
は
構
成
員
の
み
に
限
ら
れ
、

土
地
の
譲
渡
は
認
め
ら
れ
な
い
。
パ
プ

ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
は
国
土
の
九
七
％
、

フ
ィ
ジ
ー
で
は
九
一
％
の
土
地
が
慣
習

地
と
さ
れ
る
。
メ
ラ
ネ
シ
ア
の
伝
統
的

社
会
で
は
人
々
の
生
活
が
土
地
に
深
く

根
ざ
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
土
地
制

土
地
が
部
族
間
の
抗
争
や
開
発
を
め
ぐ

る
ト
ラ
ブ
ル
の
主
要
な
原
因
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
最
大
の
理
由
で
あ
ろ
う
。

伝
統
社
会
で
は
土
地
が
高
い
価
値
を
も

つ
ほ
か
、
あ
る
土
地
に
対
し
て
複
数
の

部
族
が
所
有
を
主
張
す
る
な
ど
慣
習
地

の
「
曖
昧
さ
」
も
影
響
す
る
。
こ
れ
ま

で
の
改
革
の
な
か
で
慣
習
地
の
登
録
制

度
が
求
め
ら
れ
て
き
た
所
以
で
あ
る
。

　

ま
た
、
警
察
・
司
法
な
ど
治
安
維
持

を
含
め
て
国
家
機
構
が
い
ま
だ
脆
弱
な

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お
い
て
土
地

を
め
ぐ
る
「
補
償
」
問
題
に
つ
い
て
、

交
渉
コ
ス
ト
が
き
わ
め
て
高
い
。
一
九

七
〇
年
代
の
土
地
裁
判
所
の
整
備
な
ど

紛
争
処
理
制
度
の
改
革
が
行
わ
れ
た
も

の
の
、
伝
統
的
な
賠
償
や
贈
与
を
求
め

て
、
あ
る
い
は
開
発
か
ら
よ
り
多
く
の

利
益
を
得
る
た
め
、
時
に
は
法
律
の
枠

に
お
さ
ま
ら
な
い
要
求
が
な
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
。
ま
た
、
要
求
を
貫
徹
す
る

た
め
、
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
、
道
路
・
施
設

の
封
鎖
、
窃
盗
、
破
壊
行
為
、
脅
迫
な

ど
実
力
行
使
を
辞
さ
な
い
。
そ
の
う
え
、

交
渉
の
場
に
国
家
機
構
が
不
在
で
あ
る

か
、
介
在
し
て
も
そ
の
力
は
し
ば
し
ば

弱
く
、
勢
力
の
強
い
部
族
の
要
求
に
対

抗
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
も
あ
る
。

●
国
へ
の
リ
ー
ス
付
与
に
よ
る
慣

習
地
利
用

　

一
九
七
五
年
に
独
立
し
た
パ
プ
ア
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
よ

る
統
治
を
通
じ
て
コ
モ
ン
ロ
ー
を
受
容

す
る
。
土
地
法
は
、
す
べ
て
の
土
地
は

国
に
帰
属
す
る
と
い
う
原
理
を
採
用
す

る
。
究
極
的
な
土
地
所
有
権
を
も
つ
国

が
、
私
人
や
企
業
に
対
し
て
、
農
業
、

牧
畜
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
居
住
な
ど
を
目
的

に
設
定
す
る
リ
ー
ス
（
不
動
産
賃
借

権
）
と
し
て
土
地
に
対
す
る
権
利
が
認

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
リ
ー
ス
存
続
期

間
は
九
九
年
以
下
）。
こ
れ
に
対
し
て
、

慣
習
地
は
国
に
は
帰
属
せ
ず
、「
慣
習

的
土
地
所
有
者
」（custom

ary land-
ow

ner

）
に
帰
属
す
る
。
そ
し
て
、

「
慣
習
地
ま
た
は
慣
習
的
権
利
を
売
却

し
、
リ
ー
ス
を
付
与
し
、
ま
た
は
そ
の

他
の
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
」

（
一
三
四
条
）
が
、
慣
習
地
を
国
に
対

し
て
リ
ー
ス
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
慣
習
地
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
い
っ
た
ん
国
に
対
し
て
リ
ー
ス
を

◤特　集◢
太平洋島嶼国の

持続的開発と国際関係
　

パ
プ
ア
ニュ
ー
ギ
ニ
ア
の

資
源
開
発
と
慣
習
地

今
泉 

慎
也
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付
与
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

慣
習
地
利
用
に
関
し
て
と
り
わ
け
重

要
な
の
は
、
土
地
法
の
一
九
七
九
年
改

正
で
導
入
さ
れ
た
「
特
別
農
業
・
事
業

リ
ー
ス
」（Special A

gricultural and 
Business Lease

：
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｌ
）
で
あ

る
（
リ
ー
ス
・
リ
ー
ス
バ
ッ
ク
と
も
呼

ば
れ
る
）。
土
地
所
有
者
が
い
っ
た
ん

国
に
土
地
を
リ
ー
ス
し
、
今
度
は
土
地

所
有
者
が
リ
ー
ス
す
る
こ
と
に
同
意
す

る
個
人
や
法
人
（
お
も
に
土
地
所
有
者

が
設
立
）
に
国
が
再
び
リ
ー
ス
す
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
狙
い
は
、

慣
習
的
土
地
所
有
者
が
、
国
が
発
行
す

る
リ
ー
ス
証
書
を
担
保
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
慣

習
地
を
担
保
に
で
き
な
い
こ
と
が
開
発

の
制
約
だ
、
と
い
う
主
張
に
対
応
す
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
関
係
し

て
、
一
九
七
四
年
に
制
定
さ
れ
た
「
土

地
集
団
法
人
化
」
法
（Land Group 

Incorporation A
ct

）
は
、
部
族
な

ど
の
慣
習
的
土
地
所
有
者
が
永
続
的
な

法
人
を
設
立
し
、
そ
の
法
人
に
慣
習
地

の
管
理
な
ど
を
行
わ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
こ
の
仕
組
み
の
利
用
が
格
段

に
増
加
す
る
の
は
森
林
開
発
な
ど
資
源

開
発
が
進
む
近
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
農
業
開
発
を
理
由
と
す
る

Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｌ
の
利
用
に
つ
い
て
、
そ
の
濫

用
に
警
鐘
を
な
ら
す
研
究
も
あ
る
。
フ

ァ
イ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
三
年
か

ら
二
〇
一
〇
年
に
国
土
の
一
〇
％
に
相

当
す
る
四
二
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｌ
が
設
定
さ
れ
る
な
ど
、
近
年
そ
の

増
加
が
顕
著
で
あ
る
。
そ
の
な
か
に
は
、

パ
ー
ム
油
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
理

由
に
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｌ
を
付
与
さ
れ
た
事
業
者

（
と
く
に
土
地
集
団
法
人
）
が
、
そ
れ

を
根
拠
に
今
度
は
林
業
法
に
も
と
づ
く

許
可
を
得
て
森
林
伐
採
を
行
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
プ
ラ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
わ
な
い
事
例
が
散
見
さ
れ
る
、

と
い
う
。
政
府
も
濫
用
の
疑
い
が
あ
る

と
し
て
、
二
〇
一
一
年
に
調
査
委
員
会

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｌ
の
発
給
を
停
止
す
る
措
置
を
と
っ

た
（
参
考
文
献
④
）。

●
交
渉
過
程
の
制
度
化
が
資
源
開

発
を
促
進

　

よ
り
巨
額
の
開
発
利
益
が
動
く
鉱
物

資
源
や
石
油
・
ガ
ス
の
開
発
に
お
い
て

は
、
慣
習
地
の
利
用
に
関
し
て
さ
ら
に

別
の
制
度
が
あ
る
。
一
般
に
資
源
開
発

を
行
お
う
と
す
る
開
発
事
業
者
は
、
鉱

業
法
や
オ
イ
ル
・
ガ
ス
法
に
も
と
づ
き
、

探
鉱
や
採
鉱
の
段
階
に
応
じ
て
、「
特

別
鉱
業
リ
ー
ス
」（Special M

ining 
Lease

：
Ｓ
Ｍ
Ｌ
―
―
採
掘
権
）
や

「
石
油
ラ
イ
セ
ン
ス
」
な
ど
の
鉱
業
権

（tenem
ent

）
を
国
か
ら
付
与
さ
れ
る

こ
と
を
要
す
る
。
着
目
す
べ
き
は
採
掘

権
等
の
取
得
条
件
と
し
て
、
利
害
関
係

者
の
協
議
の
場
で
あ
る
「
開
発
フ
ォ
ー

ラ
ム
」（developm

ent forum

）
の
開

催
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
よ
る
利

害
関
係
者
間
の
交
渉
過
程
の
制
度
化
が

資
源
開
発
の
推
進
に
寄
与
し
た
と
多
く

の
論
者
が
み
て
い
る
。

　

開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
大
臣
に
よ
っ

て
主
宰
さ
れ
、
開
発
事
業
者
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
土
地

の
慣
習
的
土
地
所
有
者
、
そ
の
所
在
地

の
州
政
府
・
地
方
政
府
の
代
表
が
参
加

す
る
。
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
は
、

開
発
事
業
者
の
事
業
計
画
の
検
討
も
行

わ
れ
る
が
、
む
し
ろ
そ
こ
で
の
焦
点
は

利
害
関
係
者
間
で
開
発
利
益
を
い
か
に

分
配
す
る
か
、
に
あ
る
。
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
の
合
意
内
容
は
「
開
発
協
定
」
と
し

て
、
国
と
州
政
府
・
地
方
政
府
、
あ
る

い
は
土
地
所
有
者
と
の
間
で
締
結
さ
れ
、

当
事
者
を
拘
束
す
る
。
こ
れ
は
国
と
事

業
者
と
の
間
で
資
源
開
発
の
条
件
等
を

定
め
る
資
源
開
発
協
定
と
は
別
の
協
定

で
あ
る
。

　

開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
エ
ン
ガ
州
ポ

ル
ゲ
ラ
金
鉱
山
の
開
発
交
渉
の
た
め
一

九
八
八
年
に
政
府
が
設
け
た
の
が
最
初

で
、
そ
の
後
、
九
二
年
に
鉱
業
法
、
九

八
年
に
オ
イ
ル
・
ガ
ス
法
で
法
制
化
さ

れ
た
。
そ
れ
ま
で
の
鉱
山
開
発
で
は
開

発
交
渉
に
非
常
に
時
間
が
か
か
っ
た
ほ

か
、
よ
り
「
好
戦
的
」
と
考
え
ら
れ
る

高
地
に
あ
る
ポ
ル
ゲ
ラ
鉱
山
に
つ
い
て
、

交
渉
を
推
進
す
る
た
め
の
枠
組
み
を
整

備
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た
。

ま
た
、
同
時
期
に
起
き
た
ブ
ー
ゲ
ン
ヴ

ィ
ル
危
機
も
土
地
所
有
者
の
参
加
を
促

し
た
。
ブ
ー
ゲ
ン
ヴ
ィ
ル
島
の
パ
ン
グ

ナ
鉱
山
（
金
、
銅
を
生
産
）
は
独
立
前

に
開
発
が
始
ま
っ
た
が
、
開
発
利
益
を

め
ぐ
る
対
立
に
民
族
対
立
が
加
わ
り
、

内
戦
状
態
へ
と
陥
り
、
九
一
年
に
操
業

を
停
止
し
た
。
和
平
成
立
を
経
て
、
二

〇
〇
五
年
に
ブ
ー
ゲ
ン
ヴ
ィ
ル
自
治
地

域
政
府
が
発
足
し
た
が
、
そ
の
後
も
武

装
勢
力
に
よ
る
占
拠
が
続
き
パ
ン
グ
ナ

鉱
山
は
再
開
し
て
い
な
い
。

　

開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
も
う
ひ
と
つ
の

特
徴
は
、
利
益
分
配
の
態
様
が
定
型
化

し
た
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
な
合
意
内

容
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
異
な
る

が
、①
補
償
、②
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
、③
資

本
参
加
、
④
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
の
項
目

が
共
通
し
て
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

①
の
補
償
は
厳
密
に
は
開
発
利
益
の

分
配
で
は
な
い
が
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お

け
る
交
渉
の
成
否
に
大
き
く
関
係
す
る
。

補
償
義
務
と
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、

鉱
業
法
や
オ
イ
ル
・
ガ
ス
法
に
規
定
が

あ
る
。
た
と
え
ば
、
鉱
業
法
で
は
、
探
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鉱
、
採
鉱
ま
た
は
採
鉱
に
付
随
す
る
諸

活
動
の
た
め
に
行
う
採
掘
権
の
対
象
た

る
土
地
へ
の
立
入
ま
た
は
占
有
に
つ
い

て
、
か
か
る
活
動
か
ら
土
地
保
有
者
が

被
る
、
ま
た
は
被
る
こ
と
が
予
見
さ
れ

る
す
べ
て
の
損
失
ま
た
は
損
害
に
つ
い

て
補
償
を
支
払
う
義
務
を
負
う
、
と
さ

れ
る
。
対
象
と
な
る
具
体
的
な
項
目
と

し
て
、
土
地
の
表
面
の
占
有
の
喪
失
、

通
行
権
・
地
役
権
の
喪
失
・
制
限
、
農

地
に
つ
い
て
所
得
の
損
失
、
農
業
活
動

の
混
乱
、
社
会
的
混
乱
等
が
あ
る
（
一

五
四
条
）。

　

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
は
地
下
の

鉱
物
資
源
や
石
油
・
ガ
ス
の
所
有
権
は

国
に
あ
る
と
さ
れ
、
②
の
ロ
イ
ヤ
ル
テ

ィ
（
採
掘
料
）
は
国
に
対
し
て
支
払
わ

れ
る
。
鉱
物
は
粗
収
益
の
二
％
、
石
油

は
井
戸
元
価
値
の
二
％
。
国
に
支
払
わ

れ
た
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
所
在
地
の
州
政
府
・
地
方
政
府
、
お

よ
び
慣
習
的
土
地
所
有
者
に
も
分
配
さ

れ
、
そ
の
比
率
は
大
き
く
な
る
（
中
央

政
府
が
よ
り
譲
歩
す
る
）
傾
向
に
あ
る
。

　

法
律
は
、
国
が
国
有
企
業
等
を
通
じ

て
、
開
発
会
社
な
い
し
は
合
弁
に
対
す

る
資
本
参
加（equity participation

）

を
認
め
る
。
開
発
交
渉
で
は
、
土
地
所

有
者
や
州
政
府
等
が
資
本
参
加
を
選
ぶ

こ
と
も
あ
り
、
そ
の
場
合
に
ロ
イ
ヤ
ル

テ
ィ
収
入
が
取
得
費
用
に
充
当
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
。

　

④
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
は
、
州
政
府
・

地
方
政
府
、
お
よ
び
開
発
事
業
者
が
、

影
響
を
受
け
る
地
域
に
お
い
て
イ
ン
フ

ラ
整
備
、
学
校
、
病
院
等
の
社
会
資
本

整
備
、
地
元
住
民
の
優
先
的
雇
用
、
シ

ー
ド
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
提
供
な
ど
起
業
支

援
等
を
約
束
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
活
動
は
中
央
政
府
が
州
政
府
・
地

方
政
府
に
提
供
す
る
特
別
交
付
金
に
よ

っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ

は
土
地
所
有
者
に
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
の
一

部
を
配
分
す
る
こ
と
で
目
減
り
し
た
州

の
取
り
分
の
減
少
を
補
填
す
る
ほ
か
、

生
産
が
始
ま
る
前
の
ま
だ
ロ
イ
ヤ
ル
テ

ィ
収
入
が
な
い
時
期
に
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
必
要
な
資
金
を
提
供
す
る
。

　

も
っ
と
も
注
目
す
べ
き
は
企
業
の
役

割
で
あ
ろ
う
。
企
業
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
支
援
す
る
仕
組
み
も
あ
る
。
所

得
税
法
上
、
企
業
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

影
響
を
受
け
る
地
域
に
お
け
る
イ
ン
フ

ラ
開
発
等
を
行
っ
た
場
合
、
そ
の
支
出

額
を
当
該
企
業
の
収
入
の
〇
・
七
五
％

を
上
限
と
し
て
、
支
払
う
べ
き
所
得
税

か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

州
政
府
が
約
束
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
等

を
実
行
で
き
ず
、
土
地
所
有
者
側
の
反

発
を
招
く
こ
と
へ
の
企
業
側
の
懸
念
が

あ
っ
た
ほ
か
、
州
政
府
が
実
施
す
る
よ

り
も
、
企
業
が
自
ら
の
効
率
的
な
組
織
、

人
材
、
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る

方
が
効
率
的
だ
と
す
る
考
え
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
か
か
る
税
控
除
は
本
来
は
中
央

政
府
に
入
る
べ
き
税
収
を
当
該
地
方
に

移
転
す
る
効
果
も
あ
る
。
要
す
る
に
、

今
日
の
資
源
開
発
に
お
い
て
イ
ン
フ
ラ

整
備
か
ら
起
業
支
援
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
を
資
源
開
発
企
業

が
担
う
。
メ
ラ
ネ
シ
ア
伝
統
社
会
の
有

力
者
は
ビ
ッ
グ
マ
ン
と
呼
ば
れ
、
贈
与

の
体
系
を
通
じ
て
人
々
か
ら
富
を
集
め

る
一
方
、
そ
れ
を
恩
恵
的
に
人
々
に
提

供
す
る
。
資
源
開
発
の
た
め
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
の
提
供
を
求
め
ら
れ
る
多
国
籍

企
業
は
ビ
ッ
グ
マ
ン
に
な
っ
た
（
参
考

文
献
③
）、
と
い
う
指
摘
は
興
味
深
い
。

操
業
後
も
企
業
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
係

を
重
視
し
、
慣
習
的
土
地
所
有
者
と
の

良
好
な
関
係
の
構
築
・
維
持
に
力
を
注

ぐ
。
地
権
者
の
同
意
を
早
く
と
り
つ
け
、

操
業
後
の
ト
ラ
ブ
ル
や
追
加
的
要
求
を

平
和
裏
に
解
決
し
、
施
設
や
従
業
員
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
で
も
あ
る
。
他

方
、
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
企
業

に
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
を
果
た
す

こ
と
を
求
め
る
国
際
規
範
が
、
資
源
開

発
の
現
場
に
お
け
る
企
業
行
動
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
き
た
点
も
無
視
で
き
な
い
。

と
り
わ
け
環
境
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
大

き
い
資
源
開
発
業
界
は
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
な
ど
国
際
規
範
の
作
成
を
自
ら

行
う
ほ
か
、
資
金
の
貸
し
手
で
あ
る
国

際
的
金
融
機
関
が
定
め
る
先
住
民
、
立

ち
退
き
問
題
に
関
す
る
指
針
へ
の
遵
守

を
確
保
す
る
こ
と
で
Ｃ
Ｓ
Ｒ
評
価
を
高

め
る
こ
と
に
腐
心
す
る
。
注
目
す
べ
き

こ
と
に
、
こ
う
し
た
規
範
は
外
か
ら
降

っ
て
く
る
だ
け
で
は
な
い
。
前
述
の
開

発
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
の
経
験
は
住
民
参
加
の
成
功
事
例

と
し
て
、
国
際
規
範
形
成
の
素
材
と
も

な
っ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、
多
国
籍

企
業
と
慣
習
的
土
地
所
有
は
グ
ロ
ー
バ

ル
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
一
部
と
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

●
土
地
所
有
者
集
団
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
が
課
題
に

　

企
業
頼
み
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い

多
く
の
問
題
が
あ
る
。
第
一
は
、
慣
習

的
土
地
所
有
者
（
土
地
集
団
法
人
）
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
問
題
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

協
議
に
参
加
す
る
人
々
が
十
分
に
集
団

を
代
表
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ

る
。
マ
ッ
キ
ン
タ
イ
ア
は
、
対
外
的
な

交
渉
が
男
性
の
仕
事
さ
れ
る
た
め
、
土

地
を
失
う
こ
と
で
影
響
を
被
る
女
性
の

声
が
反
映
さ
れ
な
い
こ
と
の
弊
害
を
指

摘
し
、
近
年
の
交
渉
で
は
地
域
の
女
性

団
体
の
代
表
が
協
議
に
参
加
し
て
い
る
、

と
す
る
（
参
考
文
献
⑤
）。

　

ま
た
、
集
団
内
の
利
益
分
配
の
衡
平
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性
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
土
地
集
団

に
配
分
さ
れ
る
べ
き
利
益
が
決
ま
っ
て

し
ま
う
と
、
集
団
に
資
金
管
理
、
配
分

は
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
土
地
集

団
内
の
不
透
明
な
資
金
の
管
理
や
分
配

が
明
る
み
に
出
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

土
地
集
団
法
人
化
法
の
二
〇
〇
九
年
改

正
で
は
、
総
会
な
ど
の
規
定
を
整
備
し
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
問
題
に
一
定
の
対
応
が
な

さ
れ
た
。
し
か
し
警
察
・
司
法
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
悪
い
地
域
に
お
い
て
そ
の
実

効
性
は
疑
わ
し
い
。
ク
ト
ゥ
ブ
石
油
開

発
で
は
、
石
油
会
社
主
導
で
開
発
利
益

の
受
け
皿
を
ア
ン
ブ
レ
ラ
と
な
る
ひ
と

つ
の
土
地
集
団
法
人
に
集
約
し
た
が
、

そ
の
資
金
管
理
へ
の
不
信
か
ら
、
属
す

る
各
サ
ブ
ク
ラ
ン
が
自
ら
管
理
で
き
る

法
人
を
設
立
す
る
例
が
相
次
い
だ
、
と

い
う
（
参
考
文
献
⑥
）。

　

世
代
間
の
分
配
も
重
要
で
あ
る
。
ブ

ー
ゲ
ン
ヴ
ィ
ル
紛
争
の
発
端
に
開
発
利

益
を
め
ぐ
る
世
代
間
対
立
が
あ
っ
た
。

開
発
利
益
を
得
た
世
代
は
そ
れ
を
浪
費

し
て
し
ま
い
、
利
用
す
る
土
地
の
な
い

次
の
世
代
の
強
い
反
発
を
招
い
た
。
将

来
の
世
代
と
の
衡
平
を
確
保
す
る
た
め

開
発
基
金
の
創
設
、
人
材
育
成
な
ど
も

将
来
を
見
据
え
た
活
動
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
い
う
世
代
間
の
衡
平
は
そ
れ

ほ
ど
遠
い
話
の
こ
と
で
は
な
い
。
鉱
物

資
源
に
は
限
り
が
あ
り
、
必
ず
閉
山
の

時
が
直
ぐ
に
や
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
を
代
表
す
る
鉱

山
で
あ
り
、
す
で
に
閉
山
に
向
け
た
プ

ロ
セ
ス
が
開
始
さ
れ
た
オ
ク
テ
デ
ィ
鉱

山
は
そ
の
試
金
石
と
な
る
だ
ろ
う
。
過

去
に
環
境
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
同
鉱

山
の
閉
山
計
画
で
は
多
国
籍
企
業
で
あ

るBH
P Billiton

社
（
以
下
、
Ｂ
Ｈ

Ｐ
社
）
と
事
業
継
続
を
望
む
パ
プ
ア
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
側
と
の
意
見
の
違
い
が
顕

在
化
し
た
。
Ｂ
Ｈ
Ｐ
社
は
鉱
山
を
運
営

す
る
Ｏ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
社
の
株
式
を
「
Ｐ
Ｎ
Ｇ

持
続
的
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
社
」
へ
譲
渡

し
、
閉
山
ま
で
の
収
益
を
元
に
、
閉
山

後
を
見
据
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
事

業
な
ど
に
資
金
提
供
す
る
一
方
、
隠
れ

た
リ
ス
ク
〔
将
来
の
債
務
〕
か
ら
親
会

社
で
あ
る
Ｂ
Ｈ
Ｐ
社
の
株
主
を
守
ろ
う

と
し
た
。
そ
の
後
、
事
態
は
さ
ら
に
変

化
し
、
政
府
は
同
社
の
持
ち
株
を
償
却

し
、
同
額
の
株
式
を
政
府
に
再
発
行
す

る
形
で
Ｏ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
社
を
完
全
な
国
有
企

業
へ
と
変
更
し
た
。
多
国
籍
企
業
の
撤

退
が
鉱
山
の
運
営
と
閉
山
後
に
向
け
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
に
ど
の
よ
う
な
変

化
を
も
た
ら
す
の
か
注
目
さ
れ
る
。

●
地
下
の
資
源
は
誰
の
も
の

　

最
後
に
、
国
民
国
家
と
し
て
の
統
合

が
弱
い
と
い
わ
れ
る
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
は
地
域
間

の
分
配
で
あ
る
。
す
べ
て
の
地
域
が
鉱

物
資
源
と
い
う
僥
倖
に
恵
ま
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
資
源
開
発
の
利
益
は

国
全
体
の
発
展
の
た
め
の
原
資
で
も
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
資
源
を
も
つ
地
域
は

自
分
た
ち
の
地
域
で
そ
の
利
益
を
使
い

た
い
と
考
え
、
機
会
を
と
ら
え
て
は
そ

の
利
益
を
拡
大
し
て
き
た
。
な
か
に
は

地
下
の
鉱
物
資
源
、
石
油
、
ガ
ス
が
国

家
に
帰
属
す
る
と
い
う
原
則
そ
の
も
の

を
争
う
試
み
も
あ
る
。
ひ
と
つ
は
慣
習

法
に
従
い
、
慣
習
的
土
地
所
有
者
は
地

下
資
源
も
所
有
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

地
下
資
源
を
国
の
も
の
と
定
め
る
鉱
業

法
等
の
規
定
は
憲
法
五
三
条
が
禁
止
す

る
「
正
当
な
補
償
の
な
い
財
産
剥
奪
」

に
相
当
す
る
と
し
て
、
違
憲
訴
訟
が
提

起
さ
れ
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に

土
地
所
有
者
に
地
下
二
〇
メ
ー
ト
ル
ま

で
の
金
の
所
有
権
を
認
め
る
内
容
の
法

案
が
議
会
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

い
ず
れ
の
試
み
も
成
功
し
な
か
っ
た
が
、

土
地
所
有
権
者
側
の
利
益
拡
大
を
め
ざ

す
主
張
が
近
い
将
来
再
び
出
て
く
る
可

能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
は
先
住
民
の
権
利
を
擁
護
す
る

観
点
か
ら
同
様
の
議
論
が
行
わ
れ
て
き

た
が
、
い
わ
ば
国
民
す
べ
て
が
先
住
民

で
あ
る
と
も
い
え
る
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
の
文
脈
に
お
い
て
意
味
合
い
は
異

な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

（
い
ま
い
ず
み　

し
ん
や
／
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所　

研
究
企
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員
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